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	[bookmark: _heading=h.gjdgxs]月
(時)
	〔主題名〕
教材名
	ね　　ら　　い

★教科・行事等との関連
	主な学習活動

（◎,○ 主な発問）
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	
	
	※　番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	４月
①
	【あいさつを交わして】
１　朝市の「おはよう　ございます」 



	○相手の人格を認め，相手に対して尊敬や感謝などの気持ちを具体的に示すことの意義を理解し，進んで礼儀を身に付けようとする心情を育てる。
(Ｂ 礼儀)
★入学式　対面式
	１　これまでの自分を振り返る。
２　「朝市の『おはようございます』」を読んで話し合う。
◎作者が，旅先で子供にあいさつをされて，うれしくなったのはなぜだろう。
３　挨拶の意義について考える。
○挨拶は，なぜ大切なのだろう。
４　本時のまとめをする。
	③挨拶をされた場合と挨拶をした場合の双方の気持ちを捉えさせることで，挨拶の意義についての考えを深めさせる。


	②
	【義務について考えよう】
２　選手に選ばれて


　　　　
C(
	○リレー選手の選出についてのＡ君と他の生徒との主張の違いから，権利と義務の関係を多面的・多角的に捉え，集団の一員であることを自覚し，自分の考えを正しく主張するとともに主体的に義務を果たそうとする心情を育てる
(Ｃ 遵法精神，公徳心)
	１　権利と義務の意味について考える。
２　「選手に選ばれて」を読んで話し合う。
◎「選ばれた以上，クラス全員の代表として出場する義務がある。」というみんなの意見を，どのように思うか。
３　権利と義務について，自己と結び付けて考える。
[bookmark: _GoBack]○集団生活の中で，果たすべき義務について，悩んだり困ったりしたことはあるか。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，権利と義務についての事前アンケート（権利と義務の違いは何かなど）を取り，価値への導入を行う。
③中心発問では，Ａ君個人のことや，クラス全体への思いなど多様な考えを共有し，主張すべき権利と果たすべき義務について様々な意見に触れさせる。

	
③
	【自分との付き合い方を考えよう】
３　自分の性格が大嫌い！



	○「自分との付き合い方」を大切にしようとする作者の考えに共感し，自分の持っているよさや個性の発見に努め，それを肯定的に捉え，伸ばしていこうとする意欲を育てる。
(Ａ 向上心，個性の伸長)
	１　漫画を読んで自分の欠点や性格について考える。
２　「自分の性格が大嫌い！」を読んで話し合う。
◎「自分との付き合い方」を覚えると，人生が楽になるのはどうしてだろう。
３　自分の欠点や短所にどう向き合うかを考える。
○あなたの短所はどのようなところだろう。また，その短所はどのようなところで役立っているだろう。
４　本時のまとめをする。
	③自分のよさや個性を自覚するために,中心的な発問で多面的・多角的に考えさせる。
③終末では,「長所は短所，短所は長所」（松下幸之助）や「他人の短所よりも，長所を見てあげること」（土光敏夫）の言葉を紹介して，これからの生き方につなげさせる。

	５月
①
	【いじめのない世界へ】
４-１　いじめに当たるのはどれだろう

	○いじめに当たる行為や判断の根拠について考えることを通して，人にはいろいろな見方や考え方があることを理解し，相手の立場や個性を尊重しようとする態度を育てる。
(Ｂ 相互理解，寛容)
	１　いじめに当たる行為を考える。
２　「いじめに当たるのはどれだろう」の絵を見て話し合う。
◎いじめだと判断した場面とその理由について，グループで話し合おう。
３　いじめの定義について考える。
○グループでの話し合いを通して，気付いたことや考えたことを書こう。
４　本時のまとめをする
	②いじめに当たると思うところを探し，１人１台端末等の付箋機能を活用して意見を共有させる。
③いじめだと判断した場面を教科書に書き込ませる。それを基に話し合い，相手の立場や個性を尊重することの大切さに気付かせる。

	②
	【いじめのない世界へ】
４-２　傍観者でいいのか




	○傍観者の視点から「いじめ」について考えることを通して，人間の弱さを克服し，自らの意志や判断で責任ある行動をしようとする態度を育てる。
(Ａ 自主，自律，自由と責任)
	１　前時の学習を振り返る。
２　「傍観者でいいのか」を読んで話し合う。
◎いじめが続いたり，広がっていったりするのは，「いじめる人」だけでなく，いじめを「はやし立てる人（観衆）」や，「見て見ぬふりをする人（傍観者）」がいるからである。「見て見ぬふりをする」のはどうしてだろう。
○このようないじめの状況を作らないために，私たちはどうすればよいだろう。
３　本時のまとめをする。
	②いじめの状況を作らせないために，ホワイトボードに各グループの意見を書き出し，黒板に掲示して多様な考えに触れさせる。
③いじめを「見て見ぬふりをする」のはどうなのかを教科書に書き込み，書き込んだことを基に話し合わせる。

	
③
	【いじめのない世界へ】
４-３　ふたつの心



	○いじめに関係する人物やその周囲の人の心情を考えることを通して，物事をさまざまな角度から総合的に考察し，そこに内在する道徳的諸価値を見極めようとする意欲や態度を育てる。
(Ａ 自主，自律，自由と責任)
(Ｂ 友情，信頼)
	１　前時の学習を振り返る。
２　「ふたつの心」を読んで話し合う。
◎この状況を改善するためには，それぞれの人がどうしたらよいと思うか。次の表に出ている人以外に関係する人がいれば，書いて考えよう。
○これまでの授業を振り返って，いじめについて考えたことを書こう。
３　ユニットのまとめをする。
	②１人１台端末等の付箋機能にそれぞれの立場の気持ちについて考え，付箋を見合いながら，多面的･多角的にいじめ問題について考えさせる。
③これまでのいじめに関する授業を振り返り，いじめについて考えたことを基に全体で話し合わせる。

	６月
①
	【安全な生活のために】
５-１　山に来る資格がない




	○登山中の出来事を考えることを通して，節度と節制に心掛け，望ましい生活習慣を進んで身に付けようとする心情を育てる。
(Ａ 節度，節制)

★旅行的行事
	１　経験を振り返る。
２　「山に登る資格がない」を読んで話し合う。
◎「山に来る資格がない。」という発言について，考えてみよう。
３　無謀なことをすることと，頑張ることの違いを考える。
○無謀なことをすることと，頑張ることには，どのような違いがあるか考えてみよう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では，泉ヶ岳登山をしている写真などを活用する。
(大型テレビ，１人１台端末等の活用）
③「山に来る資格がない。」という発言について，様々な立場で考えさせることで，ねらいとする道徳的価値についての理解を深めさせる。

	②
	【安全な生活のために】
５-２　もし，あのときにもどれるのならば


	○先生に，寝る時間を遅くしたいと言う理由を考えている５人を説得する場面を役割演技することを通して，節度と節制に心掛け，望ましい生活習慣を進んで身に付けようとする態度を育てる。
(Ａ 節度，節制)
	１　前時の学習を振り返る。
２　「ACTION!」を行う。
３　本時のまとめをする。
	③説得する側，説得される側の役割演技をする際に，自分の考えを持たせてから一人一人に取り組ませる。

	③
	【友達とともに】
６　班での出来事






	○友人関係についての話し合いを通して，異性への理解を深め，互いの個性を尊重し，共に成長することのできる深い友情を構築していこうとする態度を育てる。
(Ｂ 友情，信頼)
	１　漫画を読み，意見を発表する。
２　「班での出来事」を読んで話し合う。
◎班の人たちが仲良くなっていったのは，お互いにどのようなことが理解できたからだろう。
３　共に成長することのできる深い友情について話し合う。
○友達と共に成長していくためには，どのようなことが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	①みとめあう心（参考資料）６「生き生きと自分らしく生きる」を活用する。
②導入では，スライドに漫画を貼り付けて活用すると効果的である。
③お互いにどのようなことが理解できたかをワークシートに記述させ，多様な考えに触れさせる。

	
④
	【働くってどんなこと？】
７　新しいプライド





	○自分の仕事にやりがいを感じながらも誇りが持てず，人には隠しながら働いていた「私」が，誇りを持って働くようになる姿を通して，勤労の尊さや意義を理解し，社会に貢献しようとする態度を育てる。
(Ｃ 勤労)
	１　自分の将来について考える。
２　「新しいプライド」を読んで話し合う。
◎「お掃除の仕事をしていることだけは，誰にも知られたくなかった」私が，仕事に誇りを持てるようになったのは，どうしてだろう。
３　働く上で大切なことは，どのようなことか話し合う。
○働く上で大切なことは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，将来の夢についての事前アンケート（将来の夢等）を取り，価値への導入を行う。
③私が仕事に誇りを持てるようになったのはどうしてなのかを，自分との関わりで考えを持たせてから,グループで話し合わせる。

	７月
①
	【ボランティア活動に参加して】
８　楽寿号に乗って





	○作者がボランティア活動で体得した社会参画への意識について話し合い，ボランティア活動の意義を理解し，進んで人々のために尽くそうとする意欲や態度を育てる。
(Ｃ 社会参画，公共の精神)

	１　問題意識を持つ。
２　「楽寿号に乗って」を読んで，話し合う。
◎作者が，「これからは進んでボランティア活動に参加したい。」と考えるようになったのは，なぜだろう。
３　ボランティア活動に参加するときに大切な心構えについて話し合う。
○ボランティア活動に参加するときには，どのような心構えが大切だろう。
４　本時のまとめをする。
	③「これから，進んでボランティアに参加したい。」という私の気持ちをカードやノートに記述させて,それを基にグループや全体で話し合わせる。

	
②
	【ふるさとのために】
９　ぼくのふるさと


	○ふるさとを愛し，ふるさとのためにできることをしたいと願う作者に共感することで，郷土意識を深め，進んで地域の発展に努めようとする態度を育てる。
(Ｃ 郷土の伝統と文化の尊重, 
郷土を愛する態度)
	１　自分のふるさとについて，よさと課題を発表する。
２　「ぼくのふるさと」を読んで話し合う。
◎作者が，「大人になっても串原村で働き，村の発展のために努力していきたい。」と考えたのはなぜだろう。
３　作者の生き方と自分を比べて，どのようなことを学んだかを話し合う。
○ふるさとのために自分ができることを考えてみよう。
４　本時のまとめをする。
	②導入で串原村のHPや動画を視聴してから範読する。
③串原村に住む人々を何とかしたいだけでは現実的には厳しいことを理解させる。また，多様な考えに触れさせながら，登場人物と自分を重ね合わせ,郷土について話し合わせる。

	８月
①
	【いのちを考える】
10-１　あなたはひかり
	○「あなたはひかり　輝く地球の一粒のひかり」という言葉を手掛かりに，自分自身の「いのち」について多面的・多角的に考え，「いのち」の大切さを自覚し，前向きに生きようとする態度を育てる。
(Ｄ 生命の尊さ)
	１　今までの自分を振り返る。
２　「あなたはひかり」を読んで話し合う。
◎中学１年生の「あなた」にとって，「いのち」を形で表すと，どのような形になるか。そう考える理由も書こう。
３　自分の「いのち」をもっと輝かせるために大切にしていきたいことを考える。
○これから，自分の「いのち」をどのような形にしていきたいか。また，そう考える理由や，もっと輝かせるために大切にしていきたいことを書こう。
４　本時のまとめをする。
	①みとめあう心（参考資料）１「考えよう生命の重み」を活用する。
②生徒一人一人が考えた命の形を１人１台端末等の付箋機能やスライドを活用して発表させる。

	９月
①
	【いのちを考える】
10-２　いのちって何だろう
	○「いのちって何だろう」という作者の問いについて考え，「いのち」とは何か，その尊さを守るためにどのように考えていくかについて理解を深め，「いのち」を大切にしようとする心情を育てる。
  (Ｄ 生命の尊さ)
	１　「いのち」の大切さを感じた体験を発表し合う。
２　「いのちって何だろう」を読んで話し合う。
◎なぜ，いのちは自分の勝手にはならないのだろう。
３　「いのち」を大切にするとはどのように生きることかを考える。
○「１」「２」で考えたことをふまえて，あなたはこれからの「いのち」をどのように生きるだろう。
４　本時のまとめをする。
	①みとめあう心（参考資料）２「かけがえのない生命」を活用する。
③教科書などに書き込んだ「いのち」への思いを基に，多様な考えに触れされながら生命の大切さについて考えさせる。また，自分の行動を振り返らせ，ねらいとする道徳的価値について考えたことを話し合わせる。


	②
	【いのちを考える】
10-３　決断！骨髄バンク移植第一号
	○悩みながらも自分の骨髄を提供した田中さんの姿から，人が互いに支え合って生きていくことの大切さを理解し，自他の生命を尊重しようとする態度を育てる。
  (Ｄ 生命の尊さ)
	１　「骨髄バンク」について知っていることを発表し合う。
２　「決断！　骨髄バンク移植第一号」を読んで話し合う。
◎田中さんと橋本さんが，がっしりと手を握り合い，固い握手をして抱き合い，確かめ合ったことは，どのようなことだろう。
３　今までに，命の大切さやありがたさを実感したことがあるか発表し合う。
○今までに，命の大切さやありがたさを実感したことがあるか。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能を活用し，田中さんに自分を投影させながら「提供する」「断る」のアンケートを取り，その理由を考えさせる。
③「二人が確かめ合ったことはどんなことだろう。」について，ワークシートに記述させ，全体で様々な意見を共有させながら自分の考えを深めさせる。

	③
	【心に郷土を刻もう】
11　郷土を彫る




	○伝統工芸士広川さんとの出会いから，郷土への思いを深める「私」に共感し，郷土の伝統を大切にし，郷土に尽くした先人に尊敬の念を深め，郷土の発展に努めようとする態度を育てる。
(Ｃ 郷土の伝統文化の尊重，
郷土を愛する態度）
	１　漫画と同じような経験を振り返る。
２　「郷土を彫る」を読んで話し合う。
◎広川さんが「『私の宮島彫りは日本一だ。』という自信があるのだよ。」と語っているのは，どのような思いからだろう。
３　自分にとっての郷土を見つめ直す。
○郷土に住み，郷土の一員であることを実感できるのは，どのようなときだろう。
４　本時のまとめをする。
	②導入では、厳島神社の写真やGoogle mapなどで位置を確認し，教材への関心を高めさせる。
②終末で広川さんの宮島彫りへの思いをHP等で確認させる。



	１０
月
①
	【誰もが気持ちよく過ごせる社会を目指して】
12　ごみ箱をもっと増
    やして


	○街の中にごみ箱を増やすかどうかの話し合いを通して，公徳心について理解を深め，誰もが気持ちよく生活できるよりよい社会の実現のために努めようとする態度を育てる。
(Ｃ 遵法精神，公徳心)
	１　ごみ箱に関する自分の経験などを振り返る。
２　「ごみ箱をもっと増やして」を読んで話し合う。
◎日本のごみ箱を増やすことに賛成か反対かについて，その理由も含めて考えてみよう。
３　より良い社会にするためにルールや決まりの在り方を考える。
○誰もが気持ち良く生活ができる，より良い社会にするために，ルールや決まりはどのようにあるべきか，考えよう。
４　本時のまとめをする。
	②１人１台端末等のアンケート機能でゴミ箱の意義などに関するアンケートを事前に取り，導入で活用する。
③ゴミ箱を増やすことについて，多様な考えに触れさせながら，ねらいとする道徳的価値について考えたことを話し合わせる。



仙台版スタンダードカリキュラム題材の指導計画
